
高校生の皆さんが災害復旧工事の見学に訪れました 

社団法人三重県建設業協会の主催で、建設業に対する理解の増進と若年者の

入職促進ならびに建設業に対するイメージアップを目的とした、「高校生建設現

場見学会」が平成3年度から行われています。 

 21回目となる今年も県内各地で見学会が実施されていますが、当事務所の現

場にも、相可高校環境創造科２年生４０名のみなさんが紀伊半島大水害で被災

した大又川災害復旧工事の見学に訪れました。 

 若年者の建設業に対する理解の増進及び建設業に対するｲﾒー ｼ゙ｱｯﾌ゚を図るこ

とを目的に、現場において①ブロック積工の施工現場視察②レベル、光波測距

儀を使用した測量実技③ﾊ゙ｯｸﾎｳ、振動ﾛー ﾗー の施工機械体験④現場に関するク

イズを行いました。 

今後も、このような機会をとおして、若いみなさんに「建設の現場」をもっと見て

いただき、建設業への理解を一層深めてもらいたいと思います。 

 

 


